
薬学教育６年制がスタートして初となる年

会では、臨床現場で活躍する薬剤師に焦点を

当てたプログラムも数多く盛り込まれた。ま

た若手研究者育成にも配慮がされ

た。従来は、大学院生中心だった口

頭発表の機会を、若手の教員、研究

者にも広げた。その一般演題は3705

題に達し、医療薬学領域の進展や私

立薬大の増加などを背景に、過去最

高を記録した。昨年の仙台年会から

始まった大学院生が企画・運営する

「大学院生シンポジウム」も引き継

がれ、幅広いテーマについて熱心な

討論が繰り広げられた。

薬学教育６年制の大きな焦点であ

る「共用試験」に関しシンポジウム

が行われ、「第１回ＣＢＴトライア

ル」の検証結果などが報告された。

問題点を洗い直し、今秋には第２回

トライアルを実施する。より実践的

な環境を想定し、１万人規模の学生

を対象としたシステム検証などを行うことが

示された。このトライアルの対象は基本的に

新４年生だが、新設ラッシュに配慮して、４

年生のいない新設校は新３年生を対象に行う

予定。

今年１月末から２月下旬までに、全国51の

大学が参加して、初のＣＢＴトライアルが実

施された。シンポジウムでは北里大学薬学部

の伊藤智夫氏が、トライアルを通じて①試験

問題の自動配信の不備②図表付き問題の自動

配信不備③１人の受験生への類似問題の出題

④試験環境変更に伴う試験中止などが課題―

―と報告した。さらに第２回トライアルに向

け、遅刻者や途中退出者の扱い、不測の事態

への対応などＣＢＴマニュ

アルを改訂するほか、試験

時間や受験生数制限の見直

しも１つの検討課題とした。

第１回トライアルの成

績・解析も紹介された。

受験生は3677人、正答率の

平均は55％であった。正答

率が20～90％の間にあった

6075問のうち1619問は無条

件で（実際の）共用試験に

採用が決定。残りは第２回

トライアルに再び使用して

結果を統計解析した上で、

採用の可否を決定すること

になる。第２回ＣＢＴトラ

イアルは11月に４年制薬学

部の４年生を対象に実施した

いとの考えが明らかにされ

た。その狙いは漓１万人規模

でのシステム検証滷第２期問

題作成の難易度の判定――な

どが目的。４年生のいない05

年度新設の６校についても、

新３年生を対象に実施する方

向だという。

今年会では日本製

薬工業協会（製薬協）

の協力を得て、製薬

協企画によるシンポ

ジウムが初めて開催

された。今年度の日

本薬学会会頭（１年

間で交替）に就任し

た内海英雄氏（九州

大学大学院薬学研究

院教授）は「学術面で産学連携の窓

口は薬学会であることを社会にアピ

ールする必要がある」としており、

産業界との連携を深める意味も込め

てシンポジウムが実現した。

世界のマーケットを相手に大型医薬品に成

長した「日本発の医薬品」が焦点になった。

開発担当者から直接、発見から研究、開発に

至った経緯が紹介された。臨場感溢れる講演
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最新の研究動向をつかもうと熱心に耳を傾けた
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日本薬学会第127年会が３月28日から３日間開かれ、約

7500人の研究者や学生らが富山市に集結した。メインテー

マは、「個の医療の創生をめざした薬学の新展開」個々の

患者に最適な医療を提供するオーダーメイド医療に着目。

薬学研究者、現場薬剤師のどちらもが貢献できる研究領域

としてクローズアップされた。多くの学生や若手研究者も

日頃の研究成果を発表、新たな研究の視点を見出そうと、

熱い討議が繰り広げられた。


